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On Shirayanagi Shuko’s“the story of the eve of Meiji Revolution” 





Shirayanagi Shuko was an early Japanese socialist and an anti-academic historian. He defined Meiji 
Ishin as bourgoise revolution. His analysis of Meiji Revolution was based on theories of his preceding 
thinker, Yamaji Aizan, Miyake Setsurei and Fukuzawa Yukichi,who were anti-academic historians, too. 
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を持ち続けた秀湖だったが、1940 年 4 月以降は立
命館大学で特別講義を担当した39。しかし敗戦後、































































































































































































































































































































































松本三之介編『明治思想集 3 近代日本思想大系 32』筑摩書房、
1990 年
 
                                                     






学協会『日本文学』11 巻 6 号 p.22）。 
3 初版は 1934（昭和 9）年、改訂版は 1947（昭和 22）年に出て
おり、秀湖は 1950（昭和 25）年に亡くなる。 
4 秀湖は山路愛山の史論を読んだのは 1908 年の入営の前後だと
しており、愛山の史論に刺激を受けて自らも史論の筆を執ったの
が『町人の天下』だったものと考えられる。 
































14 白柳 1934、p.15 
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28 白柳 1934、p.21。なお日付について、同 p.24 では「10 月 1 日」
としており、どちらが正しいのか不明である。 
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山が 1865 年生、堺が 1871 年生、秀湖が 1884 年生である。 
37 「駅夫日記」は筑摩書房『明治文学全集』など各種文学全集に
繰り返し収録されており、『国文学 解釈と鑑賞』の「日清・日
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43 白柳 1993、pp.147,8 
44 芥川 1978（第 8 巻）、p.388 
45 芥川 1978（第 8 巻）、p.144 
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53 『思想の科学』に 1971 年 1 月から 3 月にかけて掲載され、後
にしまね・きよし『明治社会主義者の転向』に収められた。 
54 しまね 1976、p.246 
55 小田切秀雄は「秀湖はすでに明治 41 年に転向したという見解」
を述べている（しまね 1976、pp.217,8）。 
56 大江 1985、ちくま文庫版は pp.340-345。なお秀湖の「脱営事
件」は、同書の主なエピソードの一つである。 
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60 『現代大衆文学全集 20 白柳秀湖集』（平凡社、1929 年）巻
末の「略歴」 
61 鶴見俊輔（しまね 1976、p.234） 




語』評、『書物展望』昭和 9（1934）年 6 月号 p.40）。また秀湖
の史観は「通俗／俗流唯物史観」と評されることが多い。 
64 しまね 1976、p.221 
65 にもかかわらず「このような『二千六百年史』の思想は」（し
まね 1976、p.222）と述べてしまっている。 
66 白柳 1916、凡例 p.1 
67 例えば、心中は日本独特の現象だから研究に値するのに、「日




68 白柳夏男『見返しの形見草 補遺 白柳秀湖伝』（西田書店、
1993 年）pp.60-1 
69 しまね 1976、pp.221-2 
70 しまね 1976、p.222。なお「皇国必勝の道」に二重カギカッコ
が付されているが、この文章は新聞に寄稿したものであって単著















74 白柳 1934、p.43 

























79 同上 p.29 
80 『日本社会史研究』26 号、p.12（1989 年 7 月） 
81 小澤 2017、p.292 
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